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ト ピ ッ ク ス
ジルコニアの加工 と接着
　 セラ ミック材料は化学的に安定 しており,審美
性や生体親和性に優れ金属アレルギーの心配がな
いため,歯 科材料 として長期に渡 り使用 されてき





復が期待 されてきた。ポーセレンか らアル ミナ,
スピネル などを経て,現 在市販 されているセラ











れ,非 常に硬 く光 の屈折率 がダイヤモ ン ドに近
かったため,前 世紀の後半には模造ダイヤとして
テ レビショッピングなどでお馴染みとなっていた。
　ジル コニアが利用 され るようになり,それ まで
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である)。
　 それ らの理由から,ジ ルコニアをフレーム(コ
ア)と して用いるにはCAD/CAMシステムにより















とで,セ ラミックとレジンを化学的に結合 させ る。






メン トの接着 に有効 とされているのは トライボケ
ミカル反応を利用 したシリカコーティング法が挙






縮空気により被着面にサン ドブラス ト処理 を行 う
ものが発売 されている。
　当講座では トライボケ ミカル処理 に変わるシリ
カコーテ ィング法 として,イ トロ処理というもの
に注 目している。今後の研究により有効性を確か
めていきたい。
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